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〔個性 に応 じた学習を通 して,国 語への関心を高め,表 現力と理解力を伸ばす指導の在 リ方 〕

1主 題設 定 の理 由

国際化 の進展す る世界の中で,多 くの日本人 は外国人 との付 き合い方 に不慣れであり,何 を

考えているのか分か らないなど日本人 に対する辛 口の批評 も多い。現代 の社会において将来の

日本 を担 う若者 に求 められるのは,明 確に自分の考えを もち,そ れを論理的に堂々 と主張す る

ことのできる能力であろう。 しか し,授 業において自分の考えをまとめ,意 欲的に自己を主張

しよ うとする生徒 はまだ多 くはな く,教 師の問いかけに積極的に応 じる生徒 はさらに少ない現

状である。 この ことは,生 徒が自分なりの意見を もち,社 会の中で積極的に発言 する習慣がで

きていないと同時に,指 導者 自身が関心 ・意欲を高 める授業を創造する点で不十分であると考

え られ る。 こうした状況を改善するために,ま ず,生 徒 の言葉 に対する関心 ・意欲を育て,生

徒に言語の教育を通 して自信 をもたせ ることが大切である。 このため,現 在の高校生 の様 々な

特性や進路希望等 を踏まえて,一 人一人の個性 に応 じた学習展開を工夫 してい くことが必要 と

なっている。すなわち,生 徒の一人一人が,自 分な りの個性 を生かせるよ うな学習内容 ・方法

を探 ることが先決である。

以上 の点か ら,今 年度 の研究員は標謁の主題を設定 し,現 代文2,古 典2,合 わせて4分 野

にわたる研究を試みた。

皿 主 題 解 明の 方法

主題解明に当たって,「 表現」「評論文」「古文」「漢文」の4分 野にわたり,4班 に分かれて

研究を進めた。

「表現」班 は,「個性に応 じた学習を通 して,国 語への関心を高め,表 現力を伸ばす自己表現

指導 の工夫」を研究 した。国際間の結び付 きが一層強ま り,情 報社会が高度に進展 してい く中

で,生 徒が自分の考えを自分の言葉 で論理的に表現で きることが大切であるとの認識 に立 ち,

その前提 として 「自己を見っめ,自 分の言葉を発見す る」 ことの意義 と方法を学習することを

ね らいと した。そのために,生 徒の言葉に対す る興味 ・関心 を尊重 し,生 徒が 自己を肯定的に

評価 して自信を もち,生 き生 きとした表現活動を行 うよう鴎慮 した。また,自 己を肯定的に表

現す ることを通 して,言 葉の働 きに着目させ,国 語への関心 を喚起す るよう工夫 を した。さら

に,他 者 の表現の内容や方法を知 ることにより自己を見っめ直す機会 と した。 具体的 には,

「主題文演習」や 「構成表」の作成を通 して自分 の考えをまとめ,個 性 に応 じた表現 となるよ

う指導 し,さ らに学習過程の最終段階 として 「感想 カー ド」を用 いて生徒が互いの表現 を相互

に評価 し合 う場面を設定 した。
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「評論文」班 は,「個性に応 じた学習を通 して,国 語への関心を高め,理 解力を伸ばす評論文

指導 の工夫」を研究 した。読解を通 して論理的な考え方を身に付 けさせ るとともに,さ まざま

な考え方 に接 し,自 分の意見を的確 に文章 にまとめることをね らいとした。題材には,生 徒に

身近で具体的な例証 を挙 げやすいことか ら 「日本語」を選んだ。「日本語」 にっいて は数 多 く

の評論文が書かれている。本単元主教材の筆者 と反対の立場の文章 をはじめとして,様 々の立

場か らの意見を豊富に示す ことがで きる。 これによって,生 徒の視野 を広げることに役立っ。

また,生 徒が自 らの言語体験 を基 に考えることができる。 このため,「 ワーク シー ト」 に も無

理な く自分な りの意見 を文章化す ることがで きた。 さらに,ま とめの段階で,生 徒のアンケー

ト結果や提出プ リントの中身 について発表 し,相 互に意見を交換す る中で徐々に自分の意見を

磨 き,論 理的な思考力を深めていった。

「古文」班 は,「 個性に応 じた学習を通 して,古 典への関心を高め,理 解力を伸ばす古文指導

の工夫」 を研究 した。軍記物語の読解 ・鑑賞を通 して古典 の時代か ら連綿 とっながる普遍的な

人間の心性 に触れ,古 文 に対する関心を高めることをね らいとした。その際 文法に関する指

導 は読解の補助程度に とどめ,「 人物カー ド」 などを用 いて主要 な登場人物 に対す る興味 ・関

心 を深 めさせ ることに焦点を絞 った。 さらに 「登場人物への手紙」を書 いて古人 の生 き方を追

想 し,自 分 なりの思いを個性的に表現す る力を養 うよう配慮 した。また,音 声表現 としての朗

読を重視 し,『平家物語』の もつ リズム感を味わ う学習場面を設定す ることとした。

「漢文」班 は,「 個性に応 じた学習を通 して,古 典への関心を高め,理 解力を伸ばす漢文指導

の工夫」を研究 した。その際,漢 文の学習過程 を見直 し,入 門 ・基礎 ・発展の3段 階に分 けた。

また,漢 文 を簡潔に表現 された古文の一種 ととらえ,現 代語訳中心の授業で事足れりとせず,

日本の重要 な古典 としての意義付 けを意図的に行 うこととした。

「入門」編 には,一 般的な故事成語や格言 を教材 として,比 較的まとま った文章か ら出発す

ることとした。また,訓 読法に慣れさせるとともに,ビ ジュアルな教材を使 って中国の文化や

風土 に触れ させ,漢 文に対す る親近感 を養 うよう努力 した。「基礎」編で は,日 本漢文 を取 り

上げて文 に慣れ させ,日 本 の古典 としての漢文 を体験 させることを目指 した。「発展」編では,

漢字文化圏の中の日本 という大 きな視点か ら学習 し,漢 文 に対する関心 と理解 を高めることを

意図 した。すなわち 「英雄 の死」を共通テーマとして日本の 『日本外史』・中国の 『史記』・朝

鮮半島の 『三国史記』におけるそれぞれの漢文を比較 し,味 わ った。また,ア ジア各国におけ

る漢字の受容 と淘汰の歴史にっいて考察 し,日 本 において漢字が使用 され漢文の伝統が根付い

ていることにっいて改あて認識 させるよう配慮 した。
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皿1指 導 の実際

1個 性 に応 じた学習を通 して,国 語への関心を高め,表 現力 を伸ばす自己表現指導の工夫

1.単 元 言葉 と出会 う

2.教 材 『17歳のポケ ット』(山 田かまち著)

3.単 元の目標 ①作文の手順 を段階的 に理解 し,基 礎的な表現能力を伸ばす。

②作品の鑑賞 を通 して自己を見っめ直す とともに,言 葉や表現に対す る関心

と理解 を高め る。

③ 自分の内なる言葉 と出会い,自 己を的確に表現す る。

4.単 元設定の理由

現代人は,高 度情報化社会の到来や国際化の急速な進展等に直面 して,そ の対応 に苦慮 して

いる。特 に,教 育の場 において は,情 報機器の活用,外 国人講師による語学教育,ホ ームステイ

による国際交流 など,こ の問題 と深刻 なかかわ りがある。 このよ うな時代 ・社会 において,自

己を見っめ,自 分 の言葉を発見 し,自 分なりの考えを形成す ることが極めて大切 である。さら

に,情 報を取捨選択 し活用す る能力を育てるとともに,言 葉に対す る関心 を高めることを通 し

て我が国の歴史や文化を尊重す る態度 を育てることが,国 際化,情 報化社会に主体的に対応す

ることになるのである。

そこで本単元では 「言葉 と出会 う」 ということに着 目 した。 自己を見っめ ることにより,自

分 の考えを形成 し,他 者 あるいは社会 と主体的に関わってい くことがで きる。そのためには,

的確な自己表現が必要 とな る。すなわち,自 己の言葉 の獲得 こそ自己表現の第一歩 となるので

あ る。

ところで,現 代高校生の自己表現 の実態はどうであろうか。お しゃべ りは好 きで も書 くのは

苦手 という生徒は少な くない。 しか し,自 己を自由に表現 したいという欲求 は,本 能 として誰

もが もっているものだ。例 えば,生 徒に自己紹介を求めるとたちまち四苦八苦す る。長所 ・短

所 ・興味などを挙げるが,形 式 にとらわれて自己を語 りきれない。自分の考え,感 じ方,生 き

方 を語 るべ き言葉を見出せない。何 とか して表現 したいという意欲 をもちなが ら自己の言葉を

発見できず,安 易に流行語やパ ター ン化 した言 い回 しによって置 き換えることが多 い。 このこ

とか ら察す るに,生 徒の言語環境 は必ず しも好 ましいとは言えないが,若 者 らしい生 き生 きと

した言語感覚 のあることも見逃せない。 したがって,教 師は指導者 としての視点のみにとらわ

れず,生 徒一人一人の個性 を伸長 させ るという観点の下に,自 己の言葉 の発見を促す ことに主

眼を置 くこととした。
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学習活動 として は作文である。作文指導 といえば,小 論文,意 見文など論理性 を重視 した客

観的な文章を取 り上 げることもある。 しか し,本 単元では生徒が興味 ・関心を示す もの,っ ま

り好 きな言葉,感 動 した言葉を抽出 し,そ の言葉 を通 して自己表現を試みる。また,他 の生徒

の表現に も触れ,自 己の見方,考 え方 との異同にっ いて考え,自 己主張が独善的,排 他的なも

のにな らないよう配慮 した。

教材 『17歳のポケッ ト』(山 田かまち著)は 高校生 と同世代 の若者 の作品であ る。好奇心旺

盛で,早 熟な少年の生への葛藤が,詩 や絵画やデ ッサ ンとして表現 されている。 ここで は,作

品の読解 に重点を置 くので はな く,自 己表現の例 として味わい,自 己の発見にっながるよ う指

導 を工夫す る。また,こ の授業 を通 して,生 徒が言葉 を模索 しっつ表現を試 みてい くことを楽

しみ,充 実感を味わえるような学習活動 となるよう指導計画を作成 した。

5.指 導計画(3年 生対象 配当時間6時 間)

時

第

1

時

指導事項

① ある事柄 に

っいて,自 分

の意見を明確

にもち,そ れ

を表現す る。

学 習 活 動

① 「主題文演習」により,自 分の意見

を短 くまとめる練習 をする。

《演習の観点》

ア.自 分の意見 は明確な立場 に立 っ

ているか。

イ.形 式にとらわれ,本 音で語 るこ

とを忘れてはいないか。

指導上の留意点

① 「主題文演習」のプ リント

を配付 し,「主題文」について

説明 した後,プ リン トを完成

させ提出させる。

②提出 させたプ リン トは,左

記の観点に基づき,添 削 して

第3時 に返却する。

《主題文演習について》

第1時 の 「主題文演習」とは,あ る事柄(例 えば,「 思 いや り」「車社会を ど う考 える

か」など,高 校生の興味や関心のありそ うなものを,生 徒の実態 に合わせて選ぶ)に っい

て,自 分の言いたいことの中心 となるもの(主 題)を50字 以内にまとめ る練習で,指 導者

は5っ 程度の事柄 と,50字 の記入用紙をあらか じめ用意 してお く。

第

2

時

① グループを

編成する。

②教材を読み

①座席順などでグループを作 り,班 長

を1名 決める。

②山田かまち著 『17歳のポケ ット』を

① グループの数 は発表にかけ

る時間 との関係で調整 する。

②山田かまちにっいて,簡 単

一5一



第
話 し合 う。1 読み,意 見や感想 を述べ合 う。 に紹介 して も良 い。

2 ③意見や感想 ③発表者(e班 長)は,グ ループの意 ③生徒が発表 したことを肯定

時
を発表す る。 見や感想を発表する。 的に講評 をす る。

①自己の内に ① 「好きな言葉」「感動 した言葉」を ①考え過ぎず,素 直に挙げる

あ る もの を, 思 いつ くまま列挙す る(数 は自由)。 ことが,自 己発見 にっながる

第 言葉として表 ②列挙 した言葉の うち3つ 程度につい ことを注意す る。

現す る。 て,な ぜ好 きなのか,な ぜ感動 したの ②列挙する言葉は,肯 定的な

かを,第1時 の 「主題文演習」の要領 内容 となるよう注意す る。

3 で表現す る。 ③各生徒が選んだ言葉の主題

③主題文としてまとめたものを提出す 文を,「 主題文集」 と して,

る。その際に自分が600字 の作品 と し 第2時 で編成 したグループご

時 て書 く言葉 をどれにするか,選 んで印 とにまとめてお く(第4時 ま

をっ ける。 で)。 その際,筆 者名 は伏せ

て,番 号 を付 してお く。

① グループ内 ①第3時 に書いた,他 の生徒の 「主題 ①第3時 の 「主題文集」 と,

で,相 互 に感 文」を読み,「 感想 カー ド」 に感想 を 「感想 カー ド」 を グル ー プ ご

第
想 を書 く。 記入す る(無 記名)。 とに配付する。「感想 カー ド」

《感想を書 く際の留意点》 は,番 号記入欄 と罫線を引い

4

ア.相 手 との共通点 ・相違点や印象

に残 った表現などに注意 して書 く。

た用紙を用意 し,主 題文一件

につ き1カ ー ド使 うようにす

イ.思 いのまま素直 に感想 を書 く。 る 。

②無記名である意図を説明し

時
②班長 は 「感想 カー ド」を回収 し}該' 無責任な ことを書かないよう

当する生徒にカー ドを配付す る。 注意す る。

①文章構成の ①文章の構成の立て方や,原 稿用紙の ①文章の構成の立て方や}原

第

5
基本を理解す 使い方を理解す る。 稿用紙の使い方を解説する。

時 る 。 ② 「構成表」のプ リントに したが って ②構成を立てる際には,第4
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②作品の構成

を立てる。

作品 の構成 を立て る。 時の他の生徒の感想 も参考と

するよう助言する。

《構成表について》

第5時 で使用する構成表 とは,項 目として,「 題」「主題文」「構想」「書 き出 しの一文」

か らなるもので,実 際の作品を書 くに当 たって予備作業 として書 かせ るものである。 「構

想」で は,序 ・展開 ・結 びごとに書 きたい内容 をメモ書 きす る。

第

6

時

①作品を完成

する。

①第5時 の 「構成表」に基づいて,作

品(600字)を 完成 ・提出する。

①回収 した作品 は,下 記評価

の観点 に基づいて,添 削 ・評

価 し,次 時以降に返却す る。

6.評 価 の観点

① ア.「 主題文演習」を通 して,自 分の考えを的確にまとめることがで きたか。

イ.山 田かまちの作品を通 して,自 己を見っめ直す機会 とす ることができたか。

ウ.「 構成表」の作成を通 して,構 成の立 て方や作文の基本を正 しく理解で きたか。

② ア.意 欲 ・関心を もって,の びのびと表現す る能力を高めることがで きたか。

イ.自 己の内にある言葉を,自 分の言葉で的確 に表現することができたか。

7.考 察

本単元 において,意 図 したことは,他 者 の言葉に触 れなが ら自己の内 なる言葉 と出会い,そ

こか ら表現行為を通 して自己を発見 してい くというものである。 もちろん,教 室の実態 として

生徒は表現活動に積極的 とは言 いがた く,自 己発見そのものが一朝一夕 に果たされるもので も

ない。そこz① 主題文演習 ・構晟表など,予 備的段階的な活動を重視する(指導計画第1時 ・

第3時 ・第5時),② 山田かまち 『17歳のポケ ット』 を読み,他 者の表現や言葉 に触れ る(第

2時),③ お互いの表現について意見や感想を交流 し合 う(第4時),④ 生徒 の表現 を肯定的 に

評価す る,と いった方針を立て実践を試みていった。① については,あ まり生徒が負担に感 じ

ないようプ リン トを作成 したり,「好 きな言葉」「感動 した言葉」 といった生徒の身近 なテーマ

を掲 げ,そ れにっいて書かせ る。内容 にっいては生徒自身の主体性に任せる方向で進 めていっ

た。②の 『17歳のポケ ット』を抜粋 してプ リントして読 ませたところ,予 想以上に生徒の反応

は顕著であった。山田かまちが17歳 の時に書いたものだけに,「 テス ト」「愛」「生活 に夢 を」
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「夢をこわすような事が多す ぎる」「生 きてい くことは」など生徒 にとっても身近な内容が取 り

込 まれており,し かも思春期 に特有の感性が散見 され,生 徒 は感動 を隠 さず,ま た様々に刺激

を受けていたようである。③ は,学 校 において もお互いにあまり正面 きって意見を交わ したり

する機会が少ない分困難 が予想 されたが,実 際の授業では逆に新鮮 だったようで,積 極的に意

見を述べる生徒 もいた。ただ,他 者 の表現を批評することの難 しさを随分 と感 じていたよ うで

ある。④の肯定的評価は本単元 においてとりわけ重視 した点であ る。ある目標を設定 して生徒

をそこにたどりっかせ るというのではな く,ま た添削を加え不十分な点のみを指摘 し,生 徒が

表現活動その ものに嫌気がさす ようでは表現 自体が成 立しないだろう。 もちろん指導 は必要で

あるが,肯 定的に評価す ることで表現活動 に対す る関心 や意欲を喚起す ることを大事に した。

以上 のことか ら,生 徒が最終的に書 いた作品の一部を挙げることにする。

・ 「人 はなかなか一生懸命になる時がない。でも誰かが一生懸命 になっている時の姿 はほほえ

ま しく,そ して素敵だと思 う。私 は他人に恥ずか しい姿 を見せた くな くて一生懸命になること

がで きなか った。」(「一生懸命な時の姿」A校)

・ 「私 は,九 歳の時に見た夕陽がす ごく印象的で,今 で もはっきりと覚えている。季節は夏で,

海の近 くでキ ャンプを していた。(中 略)私 はこの時初めて,色 鉛筆や絵 の具に はない色があ

るんだなと思 った。」(「夕陽」A校)

・ 「眠 っている時に見 る夢 の中で,現 実と通 じるものがある。その夢が現実の何 かを問いかけ

ていることもある。幼い頃何度 も同 じ夢を見ていま した。それは竜が私の体に巻 きっ くとい う

もので,そ のときの胸苦 しさと恐怖 はいまで も鮮明に覚えています。(中 略)竜 が何 なのか は

今で もわか らないけど,私 が病気にな った り祖母が亡 くなったり私にとって大変な ことが起 き

る時に竜が出て くることに気が付 きました。」(「 私の夢」B校)

・ 「私 は 『透明』 とい う言葉か ら思 い付 くものが好 きです
。 ビー玉やガラス,宝 石,水 などを

見ていると心がとても落ち着 きます。透明な物を見ているときの落ちっきは,何 か他の物で紛

らわすよ り,心 にゆとりがあ ります。見ている間,短 い時間ですが,そ の透明な物 は心の落ち

着 きを取 り戻すのに一番 の物です。」(「 透明な物」C校)

紙面の都合上,ご く一部の作品 しか掲載できなかったが,生 徒のみずみず しい感性 によるオ

リジナルな世界観や独 自の内的世界が表出されてお り,ま た生徒な りの意味付 けが新鮮で印象

深 く感 じられた。今後 とも教材 の選定,生 徒の相互評価 と指導者による評価 とのかかわ り,主

題文演習の指導法の開発 など,実 践的 な研究をさらに深めたいと考えて いる。
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2個 性に応 じた学習を通 して,国 語への関心を高め,理 解力を伸ばす評論文指導 の工夫

1.単 元 評論文を的確に読解する。

2.教 材 梅樟忠夫 『世界の中の日本語』(「新国語1」)

3.単 元の目標

① 日本語にっ いて様々な視点 をもち,興 味 ・関心 をもっ。

② 日本語の国際化について考え,日 本語 の使 い手 としての自覚 をもっ。

③ 自分の意見を もち,文 章化 し表現す る。

4.単 元設定の理由

評論文を読 むことの意義 は,論 理 の展開 を正 しく追 い,筆 者 の言 いたいことを正確 にっかむ

ことである。それと同時に論理的な見方や考え方を養 い,筆 者 の考えに対す る生徒個人の意見

を引 き出す ことで もあると考 える。 この時に注意 したいのは,生 徒 は筆者の考えに説得されて

しまうとい う点である。広 い見識を もった筆者 の考えを,た だ一っの正 しい意見であると生徒

は考えがちである。筆者の考え方のほかにも様 々な ものの見方,考 え方があることを紹介 して

自分で ものを考えてい くための道筋を与え,そ れ らを比較 して読み,考 え ることによって,生

徒が視野を広げ,自 分 にとって必要 な情報 を取捨選択 して,自 分の意見をまとめ られるように

する。そ して,今 度は自分の意見を もって,再 度,本 教材 を読 めば,さ らに理解 を深めること

にもなるであろう。

ところが,評 論文は,語 句が難 しい,内 容に興味が もてない,堅 苦 しい,と 嫌 う生徒がいる。

また,学 習活動の様々な場面で生徒に意見や感想を求 めると,反 応 は早いが一言であっさりと

片付け られて しま うことが多 い。現代は映像文化が興味をひ く題材 を分か りやす く提供 して く

れる。活字か ら得 る情報 を軽視 しがちである。また大量 の情報 の中か ら自分の意見を選 び取 る

ための即断力は必要 なことであろうが,判 断を誤 らないためには じっくり考える時間 も必要で

あろう。それだけに,生 徒には深 い思考力 を身 に付 けさせ ることが大切である。

このような現状 を踏 まえて,今 回評論文 の読解を研究の主題 とした。評論文を的確 に理解す

ることで,内 容の分析 ・ものの考え方 ・論 旨の展開 ・新 たな知識の獲得 といった基礎 ・基本を

学びとり,自 己の明確 な意見 を形成す ることが主な目標である。

『世界の中の日本語』(梅 樟忠夫著)は 比較的分か りやすい表現で書かれており,文 脈 を注意

深 く追 うことで論理をっかみやすい文章である。また日本語の国際化をテーマに してお り,最

近の日本語学習者 の増加や日本で活躍する外国人の増加 とい う状況か ら,生 徒が関心を もち,

取 り組みやすい内容で もある。 さらに自分たちが使用 している日本語 という視点 か ら,流 行語
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や敬語,外 来語,ま た海外流出 していった日本語の語彙などにっいて,身 近な具体例を収集 ・

整理 しなが ら現在 の日本語に目を向けるとともに,将 来 の日本語の在 り方 を考え る好機 となろ

う。言語及び文化 を通 じて国際化 は進行 し,そ の中にあ って自分はどう関わ ってい くか,発 展

的に考 えさせたい。

本教材中の 「おぞましき日本語」については生徒によって感 じ方,考 え方がいろいろ分かれ

るところであ る。そこで本教材の文章 を正確に理解 した上で,個 々の意見を もたせ,個 性を生

かす ことを次のね らいと した。筆者の考えと似た立場 の意見(『 国家語 を越えて』,『言葉 の自

由を求 めて』田中克彦),対 立する意見(『 文章読本』丸谷才一,な ど),及 び新聞 の コラムな

どをプ リントで紹介 した り,日 本語 にっ いてのア ンケー トを実施 した りして,生 徒自身が自分

の意見を もつ助 けになるように工夫 した。

日本語 につ いては,多 くの意見があり,多 くの評論が書 かれているので生徒に様々な意見を

紹介す ることが比較的容易である。また数多 くの論説を取捨選択す る生徒の側で も,自 分の言

語体験を基に考えることもできる。あるいは自分が 日常使 っている言葉を内省す ることにもな

り,生 徒独自の意見を引 き出す ことがで きる。

自分の意見を決 められた字数 で文章化 し,表 現す るためには,日 頃の継続的な学習が必要 と

なろう。表現 の方法 は生徒の実態 に合わせて行 うこととする。今回は文章化を主眼 としないの

で手段にっいては詳 しく述べないが,書 く機会を1回 でも多 く与え,ま とまった文章を書 くこ

とに慣れ させ るの も肝要 と思われる。自分の意見 の輪郭 は,書 くことによってはらきり見えて

くるものであ る。

5.指 導計画(第1学 年対象8時 間配当)

指 導 事 項 学 習 活 動 指導上 のポ イ ン ト

(導 入) ① プ リン ト1(日 本語 を 日本語 が上 位 に入 って い る こと、英 語

教材への抵抗感を 使用 す る人 口 ・日本 語学 が1位 で はな い ことを確 認 させ る。

第 な くし、 関心 を も 習者 の数 な ど日本voに つ 日本語 の 学習者 が増 加 して い るこ とを

1 つo いて クイ ズ形式 に した も 実数 を宗 して、気 付 かせ る。

時 (展 開) の)で 世 界 の 中の 日本 語 ●

の位 置 を理 解す る。 初読 の感 想 を聞 いて もよい。

②全文を音読 して難解な
語句 をチ ェ ック し次回 ま プ リ ン ト1の 正解 率 を ま とめ、 次回 に

で に意 味調 べ を行 う。 報 告、 全体 の傾 向 をっ かむ。

第 中心語句に注意 し ① プ リ ン ト2(本 文 の 内 プ リン ト1の 統 計結 果 を発 表す る。

2 記号等 を使 って文 容 に即 した もの)を 使 い 机 間 巡視 で語 句の 意味 調べ を や って い
● 章 を 的確 に ま とめ 文章を的確 に理解す る る か 、 点 検 す る 。

3 正 確 に理 解 す る。 ②指 示語 に注意 し、文 脈 ③ 生 徒 に同 じよ うな 例 を考 え させ て も
■ を 正 し く読 み 取 る。 よ い 。 ま た 、 他 の 具 体 例 を プ リ ン ト3

4 ③筆者が取 り上げている で 紹介 し、 理解 を一 層 深め させ る。 特

時 具 体例 を分析 す る。 に注意 す る点 は以下 の ところ。
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第

2

・

3

・

4

時

④ 相対 ・絶 対 な どの、評

論 文 で よ く使 われ る用 語

の意 味 について 、文 脈 の

中で理 解す る。

1リ ング ア ・フラ ンカ と して 流通 して

い る例2文 化 が国 際性 を獲 得 した と

考 え られ る例3お ぞ ま しき 日本 語の

例4国 語 の精 髄を守 ろ うと した例

5変 容 を遂 げて きた 日本 語の 例

適宜 指 名 し、 文 章を正 しく理解 で きて

い るか を評価 す る。 ノー ト提 出。

机 間巡視 等で ノー ト整 理 を点検 す る。

第

5

時

(ま とめ)

筆者 の 主 張 をっか

む 。

(発 展)

① 筆 者の主 張 を ま とめ な

が ら、 論 旨を正 確 に理解

す る。

② 「おぞ ま しき 日本 語 」

につ いて ど う考 え るか 、

2～4行 の コメ ン トを書

く。 プ リン ト4(「 お ぞ

ま しき日本 語」 に賛 成 ・

反対 の立場 を教 師 が ま と

めた もの)を 参 考 にす る。

① 筆 者 の考 え る 「日本 語 の国 際化 」 に
っ いて 正確 に読 み取 らせ る。 「お ぞ ま

しき日本 語 」に特 に注 意。 指 名 して板

書 させ る。

② 率 直 な意見 を 自 由に書 かせ 回収 し、

10人 程 の意 見 を次回 まで にま とめて

お く。 意見 を発 表 させて もよい。

筆者 の 考え を ま とめ られ た か、机 間巡

視す る。 ノー ト提 出に よ り簡 潔 に 自分

の意 見 を ま とめ られ たか 、評 価す る。

第

6
・

7

時

い ろい ろな考 え方

を と らえ 、考 え を

さ らに深 め る。

自分の 意 見 を もっ

① プ リン ト5(コ メ ン ト

を ま とめた もの)に よ り

様 々な意 見を知 る。

② プ リン ト6(筆 者 とは

反対 の考 えの文 章 ・筆者

と同 じまた は似 た考 え の

文章 を紹介 した もの)を

読み 、 さ らに視 野 を広 げ

る。

③ ア ンケー トに答 え る。

① 意見 交換 させ る。

②指 導 者の 考え を述 べ るの は よいが 、

生 徒 に押 し付 けな い よ うに 注意 す る。

次 回 に作文 を書 くことを説 明 し、内容

を考 え させ る。 構想 メモを書 かせ 、 次

回 に備 え る。

③ 生 徒 の 自己評 価 と して 、指 導者 によ

る評 価 の不 備 を補 う。

友人 の 意見 、 プ リン ト6の 意 見 を理 解

で きた か、 それ に対 して 自分の意 見 を

もち、 発表 で きた かを評 価 す る。

第

8

時

(作 文)

自分の 意 見 を文章

化 し表現 す る。

日本語 の 国際化 、 ま た は
「お ぞ ま しき日本 語」 に

つ いて ど う考 え るか、 自

分の 意見 を文章 に まとめ

る。

時 間 内に 書かせ るの を原則 とす るが 、

書 き終 わ らな い場 合 は次回 に提 出 させ

る。
「日本 語 につ いて 考え た こ と」 とテー

マを広 げ ると文章 が書 きやす い。

6.評 価の観点

①導入時

②展開時

ア.日 本語に興味 ・関心 をもっ ことがで きたか。

イ.家 庭学習 として語句の意味調べをやっているか。(机 間巡視)

ウ.文 章理解のための質問 に対 して,考 えているか。(指 名)

エ.文 章理解のための質問 に対 して,答 え ることができたか。(指 名)
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オ.文 章を正 しく理解で きたか。

③ まとめ カ.筆 者 の意見をノー トにまとめることができたか。(机 間巡視)(提 出)

④発 展 キ.筆 者の意見に対 して,自 分の意見を もっことができたか。

ク.友 人の意見を正 しく理解で きたか。それに対 して自分の意見を発表でき

たか。

ケ.様 々な考えを理解で きたか。(指 名)

コ.自 分の意見を文章 にまとめることがで きたか。(作 文)

⑤総 合 サ.日 本語 の使い手 としての自覚を もっ ことができたか。

7.考 察

評論文を的確に理解するという主 たる目的 は達成 された といえ る。その理由と して次 の点が

考 え られ る。

① 日本語をテーマに した文章であるために,生 徒が抵抗 なく教材に接す ることができた。

② 語句 もそれほど難 しくな く,論 理展開 も明確であ り,筆 者の主張 をつかみやすか った。

(3)教 師が豊富な具体例をあげることで,関 心を もたせ,そ れが生徒自ら具体例を考 えた り

探 したりすることに発展 し,文 章理解 の助 けにな った。

(4)い ろいろな見方 を理解 して日本語に関す る考えを深めることがで きた。

⑤ 識者 でも意見が分かれているため,生 徒が自由に自分の意見をもっ ことがで きた。

(6)プ リント,作 文等で教材を様々な角度か らとらえたり,繰 り返 し読ませた りす る機会 を

設定 した。

様々な考 えに接す ることは視野を広 げるだけでな く,自 分の意見 をもっ助けになる。また繰

り返 し読む機会を与えることによ り,理 解を一層深め ることがで きた。

「個性に応 じた学習」の主眼 は,筆 者 の考えに対 して自分 はどう考えるのか,自 分 の意 見を

表現で きるようにす ることであった。そのために次の手順 をふんだ。

A筆 者 の考えに賛成,反 対の立場 による識者の意見を紹介。

B「 おぞま しき日本語」にっいて各自の考えをコメ ントに表 し,代 表的 な意 見を まとめの

プ リントで示 し,さ らに自分の考えを深める。

C最 終的に自分の考えを文章 に表す。

上記Aに ついては,な るべ く分か りやすいように教師がまとめるが,意 見を取 り違えた生徒

が若干 いる。その原因は,興 味,関 心 を抱 いた部分だ けを自分に都合のよいように解釈す るた

めと考え られる。また,生 徒の能力 によっては,短 時間で意見を理解で きない場合 もある。 し
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か し・ 自分の意見を もっために,い ろいろな意見を読 むとい うことが極めて重要であるという

ことが分か った。

上記Bに っいては,賛 成 ・反対 ・提案などバ ラエテ ィーに富 み,さ らにそれを読 んで意見 を

変えた生徒 も出るなど,効 果的であった。デ ィベー トと異 なり,い ろいろな意見を短時間に理

解 できる利点がある。

上記Cに っいては,文 章の表現力が必要 とな り生徒によって違 いが生 じる。年間を通 して継

続的に指導する必要がある。教材のたびにテーマを設定 し文章を書かせるのが効果的である。

今回の作文では自分の意見 を明確 に表す ことがで きた生徒が多かった。やはりテーマが取組

みやすか ったためと思われる。内容 は筆者の意見 に賛成の方が多かった。 しか し,一 方で 「美

しい日本語 を守 るべきである。」「外国人が学 びやすいように変える必要はない。」「日本語を変

え るのは日本人に限 る。」 というような反対意見を明確 にうち出 したものもあった。 エスペ ラ

ント語のよ うな世界語 にっ いては一言 も触 れなか ったに もかかわ らず,世 界共通 の言語を提案

した生徒が何人か出たことは興味深い。「日本語 をやめて英語に切 り替えよ」,と い う意 見 も

出た。それぞれ参考文献を紹介す ることで,い っそう考えを深めることになるであろう。

意見の評価にっ いて注意す ることがある。生徒 は自由に自分の考えをもってよいのだが,指

導者の影響 を少 なか らず受 けて しまう。筆者 の考えに同感であ り,日 本語の国際化や変革を支

持する指導者のもとでは,ど うしても似 た意見をもちやす くなるように思われる。 しか し,こ

れは当然のことであり,あ る程度指導者が自分 の価値観を表明す ることは,学 習活動への刺激

にもなろ う。大切な ことは,生 徒が教師 と反対の意見を もって も,そ れを認めることである。

賛成か反対かを評価す るのではなく,自 分の意見 をもっ ことができたか,独 善的になっていな

いか,論 理的に展開することがで きたか,な どにっいて適切に評価することである。

作文の前にア ンケー ト調査を試みた。生徒 自身の自己評価のためではな く,分 か らなかった

点を聞 くことで指導者 の不備を補 うためで もある。生徒側のっ まず きを見落 としていることも

ある。本教材 では,言 葉自体が海外でどのように変化の波を受けたのか,実 際には見聞で きな

いので分か りにくか ったようである。

生徒 は日常何気な く使 っている日本語を見っめ直す ことがで きたようだ。「日本語は難 しい。」

「自分は正 しい日本語 を使 えない。」 という意識の生徒が目立 った。これは,日 本語 の使い手 と

しての自覚 をもっ という点 では正 しい認識か もしれないが,こ の意識 のために日本語 を学ぶ姿

勢が消極的にな らないように注意 したい。む しろこの意識を踏まえ,日 常生活で自分が使 って

いる日本語 を見っめ直 し,主 体的に学ぶ態度を育てたいものである。
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3個 性 に応 じた学習を通 して,古 典への関心を高め,理 解力を伸ばす古文指導の工夫

7.単 元 軍記物語に親 しむ

2.教 材 『平家物語』(「古典」)

(第九巻 「知章最期」第十一巻 「能登殿最期 ・知盛入水」)

3.単 元の目標 ①古人の言動 に注 目す ることによ って,普 遍的な人間心理を理解 し,古 文に

対する関心を高める。

②音読や朗読 を通 して,『 平家物語』の もつ語感 ・リズム感 を味わ い,鑑 賞

を深める。

③極限状況下 に生 きる人間の姿か らそれぞれの生 き方を見っめ直す とともに

自分の考えを的確 に表現す る力を養 う。

4.単 元設定の理由

古典 の時代か ら連続する普遍的な人間の心 に触れ させ ることにより,生 徒が古文に対 して も

っ抵抗感をできるか ぎり軽 くし,学 習 に参加 させようとすることが,こ の単元設定の主旨であ

る。2年 生 の古文を最後に,以 後一生古文に触れない生徒 もいる。また,古 文 と外国語 を同一

視 して匙を投げている生徒 も多い。 このような生徒の苦手意識を解消 させ るため,古 人の言動

を通 して,古 典の世界に対す る関心 を高 めさせ ることが本単元の目標の一っである。

ここでは,特 に文法を読解の補助程度 の取 り扱 いとし,古 典世界 の異 なる風俗習慣を踏まえ

て人間に対する興味に焦点 を絞 った授業を目指 した。また,授 業の形態 は生徒 の作業や発表を

中心 におき,活 動を重視 した。特定の人物 の紆余曲折ある人生 をたどることで,そ の人物の個

人 としての生 き方 というミクロの視点か ら,最 終的にその教材の全体像にまで生徒の関心が広

が るよ うに配慮 した。すなわち,古 人の言動に対す る生徒自身の感 じ方 や意見,疑 問 の中か ら

その作品の主題を自分 なりに考えることを通 して,彼 らが古典の世界を自 ら発見 していくこと

である。教材 の中の登場人物の言動 に共感 したり,反 発 したり,疑 問に思 ったりす る生徒の関

心 を学習の中心に据えることにより,古 文の簡潔な文章 の行間を読 ませ,古 文の微妙な味わい
●

に気付かせる。そ して,発 見 と疑問の連続 が,生 徒一人一人の興味を広げていくよ うに,1時

間 ごとの生徒の到達点を踏まえ,最 終的 にそれぞれが感 じ取 ったものを表現 させることをね ら

いに据えることとした。

このよ うな理由か ら,『平家物語』を教材 に選び,武 者 たちの最期 の場面 を題 材 とす ること

に した。極限状況下 における人間の行為 は,現 在の高校生 にとっても胸打つ ものであろ う。 も

ちろん,死 の美学 のよ うな受 け取 り方を して もらいたいわけではない。逆 に,目 前 に死が迫 っ
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ているときに,「 どういう人生 を全 うす るか」は 「生 きる姿勢」の表出であって,戦 争 と平和

にかかわ りな く自分自身の生 き方 として考えてほ しい点である。例えば 『平家物語』の象徴的

なせ りふの一っ,知 盛の 「見 るべきほどの ことは見つ」 ということばのもっ重 みは,平 家滅亡

に至る歴史的背景の広が りの中でこそとらえ られ るべ きものである。それには息子 を失 う場面

「知盛最期」か ら自らの最期であ る 「知盛入水」までの間で揺れ動 く人間知盛 の言動が,今 日

的な意味において も生徒の関心 を十分にとらえ,古 文 を身近 にひきつけて考えることができる

と思われ る。すなわち息子を見殺 しにした父親が,ど うい う形で自 らの中にその事実 を取 り込

んでい くか という命題を抱えた知盛 は,人 物 としても陰影 に富み,一 本気 な能登殿の最期 と対

照 させなが ら興味深 く読 ませ ることがで きる。

さらに,『 平家物語』が簡潔で リズ ミカルな文体であり,朗 読 に適 した作品 であ ること も選

定の重要 な要素になった。読解 を助 ける手段 として,本 文 テキス トには下段の語句の説明以外

に,重 要文法 ・語句を各章段のポイ ントとして配 した。特 に,文 法 は敬語,音 便,疑 問 ・反語

に限 り,そ れ も読解を助ける程度の扱いとした。また,軍 記物 につ きものである武具,装 束一

式,風 俗習慣 を 「ワークシー ト」形式で事前に学習のための補助資料 として用意 した。視覚 で

表現すべ きもの は,極 力プ リントに載せ,具 体性を心掛けて生徒 の学習の利便を図 った。

また,各 章段 ごとに授業を進 めるが,場 面把握 ごとに朗読を積極的に取 り入れ,雰 囲気をっ

かませ るように した。特に,知 盛 能登殿 については,各 章段 ごとに 「人物 カー ド」を作 らせ

る学習を授業 の中心 とし,場 面 ごとに人物像を意見発表等で互 いに確認 しなが ら,最 終的に立

体的な人物像 にまとめさせるよ う工夫 した。最後の時間に,自 分の気 に入 った人物に対 して,

一定 の形式で一人一人の生徒に手紙を書かせ,そ れを集約 し,生 徒の課題への理解度 ・関心度

を確認 し,評 価にっなげることと した。

5.指 導計画(第2学 年対象,配 当時間9時 間)

指 導 事 項 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

第
-

時

①r平 家物 語1の もつ

語 感 及 び リズ ム感 を味
わ う。

①単 元 全 体 の流 れ を理解 す
るC

②教 師 の 判 読に続 いて 斉読
す る。

③ ワー クシー ト、人 物 カ ー
ドの使 い方 を理 解 す る。

①単 元の 目標を しっか り理 解 さ
せ る。

② 斉読 は軍記 物特 有 の擬音 、 リ
ズムを意 識 させ 、で きるだ け多

くの生徒 に声を 出 させ る。

第
2

時

①r平 家 物語 」 の背 景
人物 関 係 をっ か む。

② 読 みの 練 習を す る。

① ワー クシー トで 調べ た こ
とを発表 しな が ら、説 明 ・

解説 を 行 う。

②全 文 を斉 読 の あ と、 「知
章最 期 」 を さ らに二 段 に分

け グル ー プ に よ る音 読 を行
う。

① 平家 の 置かれ た状 況 を把 握 さ
せ 、本 文 への導 入 にす る。

②r平 家物 語」 に お ける読 み の
重 要性 につ いて、繰 り返 し強 調

す る。

」
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① 「知 章 最 期 」の 読 解 ① 全 文 斉 読 、 列 ご との 音 読 ① 人物 の心情を意識 した読みの
鑑 賞 を行 う。 で 内 容 理 解 に努 め る。 重 要性 を 強 調 す る。

第 ② 「知 章 最 期 」の 人 物 カー ② 重 要 語 句 は押 さえ るが 、文 法

3 ドを もと に読 解 を進 め 、 カ 説 明 は 、 読 解 を 助 け る程 度 とす

時 一 ド に 記 入 し
、 発 表 し 、 提 る 。

出 す る 。 ③ 人 物 カ ー ドは毎 回 提 出 させ 、

評 価 を して 、 良 い もの は次 時 に

紹 介 す る。

第 ① 「知 盛 告 白 」 の読 解 ① 前 回 の カ ー ドと比 較 しな ①前回 と同 じ点に注意 させなが
4 及 び鑑 賞 を 行 う。 が ら、読 解 を進 め る。(カ ら、 人 間 知 盛 の 告 白 に注 目 させ

時 一 ド に 記 入 、 発 表 、 提 出) る 。

① 「戦 下 知 」 で再 生 し ① ワー ク シー トを使 い平 家 ① 合 戦 の 状 況 や 、 そ れ ぞ れ の 人

第 た知 盛 の心 の動 き と、 滅 亡 の様 子 を確 認 す る。 物 を 系 図 、 合 戦 図 を 用 いて 確 認

5 平家滅亡 の様子 を理解 ② 人 物 カ ー ドで 、知 盛 と背 す る 。

時 す る 。 景 人 物 との か か わ りを考 え ② 「戦 下 知 」 にお け る知 盛 の 再

発 表 、 提 出 す る 。 生 の 原 因 を考 え させ る。

① 斉 読 に 時 間 を か け 、 ① 「能 登殿 最 期 」 の列 ごと ① 能 登 殿 の 奮 戦 ぶ りが よ く表 現

本文 の臨場感を高め読 の 斉 読 を 行 う。 で き る よ う に工 夫 させ る。

第 解 を深 め る。 ② ワ ー ク シ ー ト で 、 能 登 殿 ② 当時 の 戦 い方 、 武 器 な どを ワ

s ② 「能 登 殿 最 期 」 の読 の装 束 や 戦 い ぶ りを と らえ 一 ク シ ー トで 確 認 さ せ
、 能 登 殿

● 解 を行 い 、 能 登 殿 と知 る 。 像 を考 え る参 考 に させ る。

7 盛 に つ い て の 理解 を深 ③ あ らす じを 確 認 し、読 解 ③立場 に応 じた微妙 な意識のず
時 め る 。 を 行 う 。 れ や行 動 を と らえ 、 能 登 殿 と知

④ 「能 登 殿 最 期 」 の人 物 力 盛 、 義 経 を比 較 す る。
一 ド を 記 入 し

、 発 表 し 、 提 ④ 人 物 カ ー ドが 、 知 盛 と能 登 殿

出 す る 。 の心 理 の 違 い を踏 まえ なが ら記

入 さ せ る 。

① 「知 盛 入 水 」 の 読解 ① 「知 盛 入 水 」 の 斉 読 ・読 ① 「見 届 け役 」 と い った解 釈 か

第 を 行 う 。 解 を 行 う。 ら更 に踏 み込 ん で 、 なぜ 知 盛 が

8 ②知盛 像にっいて立体 ② 人 物 カー ドに 記 入 し、 今 自分 に そ う した役 割 を課 した の

時 的 に ま と め る 。 まで の 分 と合 わ せ て 、知 盛 か 、 考 え さ せ る 。

を 立 体 的 に と らえ る。 (知 章 、宗 盛 な ど と の関 係)

① 登場人物への手緩を ① 返 却 され た 人 物 カー ドを ① 人 物 を一 方 的 に見 る こ とな く

第 書 く 。 再度 検 討 した 上 で 、知 盛 能 その 人 物 の身 に な って 考 え る よ

9 ② 本 文 を 読 ん で 、r平 登殿 の ど ち らか を 選 ん で 手 う指 示 す る。

時 家物 語 』 の 表 現 す る世 紙 を 書 く。 ② 情 景 を 思 い浮 べ なが ら、 生 き

界に対 して理解を深め ② 本文全体を列 ごとに音読 生 き した音 読 と な る よ う注 意 す

る 。 す る 。 る 。
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6.評 価の観点

① 導入時 ア.生 徒が 『平家物語』を読解 ・鑑賞するための文法,語 彙,中 世 の文化,歴 史

的背景などをどの程度理解 しているか実態を小テス トや調査で把握す る。

②展開時 イ.本 文を的確に読み,「 人物 カー ド」の作成 を通 して,知 盛,能 登殿 な どの登

場人物に対する理解 を深め,古 文に対す る関心 を高めることができたか。

③ まとめ ウ.毎 回の 「人物 カー ド」等を自分な りにまとめ,知 盛像,能 登殿像を立体的に

とらえることがで きたか。

エ.知 盛,能 登殿に対す る気持ちを手紙文の形式 に したが って表現す ることを通

して,古 人 の生 き方に迫 り,自 分の意見 をもっ ことがで きたか。

7.考 察

一の谷の合戦か ら壇 ノ浦までの 『平家物語』の推移 を
,知 盛 と能登殿に視点 を据 え,「 ワー

クシー ト」・「テキス ト」・「人物 カー ド」を使 うことによって,生 徒一人一人が,自 分で調べ,

理解 し,考 察 し,自 分なりに表現で きる授業 を展開す ることができた。そ して,死 に直面 した

人間の普遍的な心理の学習を通 して古典の世界をよ り身近な ものに感 じた生徒が多 くいたよ う

である。従来 は古典作品の一場面のみを扱 い,断 片的な人間像 しか浮 き彫 りにならな潮 った。

この反省か ら科 目 「古典講読」の趣 旨も踏 まえて,第5時 には現代文 によるあ らす じのみの授

業展開 という大胆な試み も行 い,生 徒の関心 ・意欲を高めた。 このことは,戦 乱の時代に生 き

た人間の複雑微妙な心理を とらえ,人 間の在 り方生 き方,す なわち極限状況下においていかに

自分の人生を生 きるか ということを考えるには有効 であ った。一っの作品に じっくりと向 き合

わせ ることの大切 さを痛感 した。

「ワークシー ト」・「テキス ト」・「人物 カー ド」の3っ のプ リントを使用す るため,生 徒が混

乱 しないよ う色分 け し,配 付す る際によ く説明 した。プ リン トを利用す る授業 の展開を把握す

ると,生 徒 は学習 に集中 して取 り組むようになり,次 回の学習展開を楽 しみにするようになっ

た。

「ワークシー ト」は,絵 や図を多 く入れ,視 覚的に具体化 し,日 本史や クイズに近 い課題 ま

でそろえたので,古 文の苦手な生徒 も,興 味 をもって取 り組 み,図 書室で調べたり,授 業中で

も活発な発言があった。また,テ キス トは補注が多 く物語 の流れを補 い文法 の説明を付けた も

のであるため,生 徒 は比較的抵抗感な く本文に即 して内容 を とらえ ることがで きた。特 に,

「人物 カー ド」 は,授 業 ごとに毎回提出させて指導者が簡単な コメントと評価 をっ け,そ の内

の数点 を選んで次の授業 の始めにプ リン トし紹介 した。 このことは,生 徒 の理解を助 け,意 欲
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を高めることにっなが った。さらに,生 徒が知盛 という一人の人間の心情を理解 し,人 間心理

を多面的に とらえる手立てとな り,手 紙を書 く時にも役立 った。手紙は作文の苦手な生徒 も手

熱心に書 くことがで きた。紙という形式が新鮮で

しか し,問 題点 もいくっかある。第1に 「人物カー ド」を記入す るのに時間がかか り,生 徒

間で互いの考えを発表し合って鑑賞を深める時間が不足 した。授業の回を重ねるごとに生徒は

解答欄 を大 き くはみ出 して書 くよ うになり,一 生懸命書いているだけに,次 の設問に移行する

生徒の興味は間合いをとるのが難 しか った。第2に,時 代背景,い くさの経緯 などに関 して

多様で,予 想外の点に疑問 をもち,そ れを生徒同士で調べ,発 表す る時間や システムが不十分

であった。第3に,音 読 を通 して読解を深めさせるまでには至 らなかった。音読,朗 読 は1学

期当初か ら習慣付 けるとともに,も っと時間をかけて工夫すべ きであった。

本実践 を発展 させ,グ ループで生徒が 『平家物語』の中で興味 ・関心 をもった人物を選 び,

群読発表することなどが課題 として考え られ る。その人物に関連 した章段を読解,鑑 賞

知

盛

力

ー

ド

N
O
・

③
、
第
こ
馨

知
盛
の
喜

ー

組

番
氏
名

P剛 榊

 

畳
場

人
物

(
平

匁
喪

)

(

場

所

:

(

あ
ら

†
じ

)

・

(

)

i

)

・
並

み

い

る

(

)

i

北
阿

暑
爪
人

曲
切

群

1
、
大

臣
は

、
父
を
助

け
て
戦

死
し
た
知
章

の
行
助

を
ど
う

受
け
と

め

て

い
ま
す

か
.
本
文
中

か

ら
、
六
文
字

(
句
暁

点
ー3
含

塞
な

い
)

で
技

費
出
し

な
さ

い
.

2
、
&大
臣
は
、
如

章
を
罐

の
年
令

と
同
じ
着

さ
な

の
に
残
念

、

て

い
ま
す
か
.

と
8回

知

虚
皿

爪の

印
甲
色
承

3
、
釦
喪

が
、

二
人
を
見

穀
し

に
し
た
理

由
は

、
な

ん
だ

っ
た

と

、
告
白

し

て
い
ま
す
か
.

(
本

文
鼓

巻
出

し
か
、
簡
潔

な

訳

で
よ

い

)

4

如
襲

の
告
白
を
聞

い
て
、

じ
訣
し
た
か

.

あ
な
た
は
披

に
対

し
て
ど
う
感

例

第
二
馨

4
の
知
盛
の
告
庭

対
す
皇

慧

想

◆
生
縫
瑠
見
六

璽
◆

A
、
募

の
耳
を
あ
え
て
宮

し
た
点
は
立
派
で
あ
る
.
(↓
皐

す
る
震

)

B
、
人
間
と
し
て
、
た
と
え
親
子
で
も
自
分
の
命
が
優
先
す
る
の
は
当
然
だ
.

…

①

轟

問
・
そ
れ
で
済
む
の
か
?

②

ま
た

自

の
恥

べ
壷
心
を

ら
か
に
す
る
こ
と

で

知
藍

の
し
た

こ
と
ー2
、
人
闇

の
拘

っ
て
い
る
弱
さ
で
あ
り
、
こ
の
弱
さ
を
苦
し
み
倒

ん
で
、
み
ん
な
に
非
廻
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い

の
を
承
知

で
、
曾

っ
た

の
は
強

い
と
思

い
雲
す
.
そ
こ
に
い
た

ん
な
カ

も

を

し
な
か

た
の
が

、
そ
の
旺
拠
だ

と
思

い
家

す
.

雍
謬
蟹
計
矧
藷

わざみ囲
閣
關
ー

カ
に

し
て
も
ら

い
た
か

た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
.

③ー
を
よ

く
振

り
逼

つ
て
み
よ
.

カ

と

い
う
こ
と
.
み
ん
な
に
自
分
の
気

持
ち
を
告
白
し

た
彊

さ
を
今
度
は
、
生
き
る
人
聞
と
し

て
の
強
さ
に
蛮

え
ら
れ
る
か
ど
う
か

一18一



4個 性に応 じた学習を通 して,古 典への関心 を高め,理 解力を伸ばす漢文指導の工夫

く は じめに(主 題および単元設定 の理 由)〉

平成6年 度か ら実施 される高等学校学習指導要領のね らいの一つに,「 国語理解 を深 め,我

が国 の文化 と伝統を尊重す る態度の育成 を重視す る」 とあり,国 語科では古典教育の充実が図

られることになった。それは,「 古典講読」をは じめ,古 典 に関する科 目が増 えた ことか らも

明白である。その古典が,古 文 ・漢文 と並立 されていることか ら,漢 文の履修の幅 も拡大 した

と考え られる。戦後半世紀近 く過 ぎる過程で,漢 文は学習指導要領が改訂 され るたびに単位数

が減少す るばか りであった。それだけに,今 回の改訂を漢文教育を活性化するきっかけとす る

必要が ある。そこで,漢 文研究班 はまず,戦 後の各学習指導要領を遡及 し,昭 和26年 の ものに

「国語科 における漢文の学習指導」の模範 とすべき点が含まれていることを見 出 した。 これが

漢文 の学習 における最 も明確な目標 を示 しているととらえ,今 後の漢文教育 にとっても,学 ぶ

べ き内容が極 めて多い ものと考えた。以下に,そ の目標 を掲 げる。

①漢字 ・漢語 の構造や発音の意味を理解 し,か っ これを正 しく効果的に用いる技術 と能力

を高 める。

② 漢文体や漢文口調 の言語 ・文章の特質を理解 し,そ れを国語の効果的使用に役立てる。

③漢文の文章 の構造 を理解 し,読 み こなす能力 を伸ばす。

④我が国の文学 と漢文 との関係 を理解 し,広 く文学の鑑賞 に資す る。

⑤我が国の古典 としての漢文をよ く理解 し,我 々の生活を豊かにす る。

⑥ 日本文化 ・東洋文化 に貢献 した漢文の意義を理解する。(昭 和26年 学習指導要領より)

これは,新 科 目 「古典1」 「古典II」 「古典講読」の各目標 にある 「古典 としての漢文」の本

来の在 り方を指 し示 している。そ こで これ らを 「日本の古典 と しての漢文 ・日本語 の源泉 と し

ての漢文」 ととらえ,標 記の主題にっいて研究することに した。 しか し,上 記①～⑥ の全てを

1単 元で満 たす ことはできない。 このため,本 年 の漢文班 は上記の目標 を構造的 にとらえ,単

元 を一っに絞 らず,新 科 目にも生かせ るよ う工夫 した。さらに,教 材選定に も配慮 し,各 校の

生徒の実態 を踏 まえて,以 下,入 門 ・基礎 ・発展 という3段 階の研究実践 を行 った。

A入 門編(26年 学習指導要領の①～③に重点を置いた。)

B基 礎編(26年 学習指導要領の②～⑤に重点 を置いた。)

C発 展編(26年 学習指導要領の④～⑥に重点 を置いた。)
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[AJIFF](単 元の目標は26年学習指導要領の①～③に相当)

t

Z

a

元

材

標目の元

単

教

単

4.指 導計画(第1学 年対象

故事成語や格言 を通 して訓読法を身に付 ける。

「五十歩百歩」「矛盾」「蛇足」(「国語1」)

初歩的な語法で構成 される短い文章(故 事成語の出典)や 様々なパ ター ンで

訓読する格言などの学習を通 して,基 本的な訓読法 と語法 とを身 に付 けると

ともに,古 代の中国 の人々の知恵に触れて,漢 文 に対する関心を高める。

,配 当時間9時 間)

時 指 導 事 項 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

第

1

時

① 日本語 と中国語の語順
の違い

②熟語の構成

① 日本語 と外国語 との語順の違いを確かめる
。②使

い慣れている熟語が訓読で きること、
い くっかのパ ターンに分類できることを確
かめ る。

① 「我愛 弥」など、生徒が興味を もてる言葉を例
に、返 り点の必然性に気付かせ る。
②熟語が漢文の凝縮 された形に当たることに気付
かせる。

第
2時

一
3

「

③熟語の訓読練習 ③ プ リン トの問題を練習する。 ③ロ頭で答えさせる。
古語文法の用言の活用や歴 史的仮名遣いの復習

を兼ね、漢文独特の言い回 しにも触れ る。

④ 「五十歩百歩」の由来
の学習

④板書を見て、プ リントの白文に訓点を施
す。

④板書 しなが ら語法等を解説 し、字義や語例に も
触れる。

第
4
時

⑤ 「五十歩百歩」の由来
の学習

⑤連環画により故事成語の成立事情を確かめる
。設問を考える。

⑤ 日常使用されている意味 とのニ ュアンスに注目
させる。

⑥読みの練習 ⑥斉読 と指名による音読をする。 ⑥一文ずっ範読を復唱させ、一人ずつ指名する。

5
時

⑦語法のまとめと練習 ⑦説明の後、プ リン トの問題で練習する。 ⑦机間を巡 って、定着度 を確かめる0板 書で答え
させる。

67 ⑧ 「矛盾」の由来の学習 ⑧上記④～⑦に準ずる。 ⑧上記④～⑦に準ずる。

89 ⑨ 「蛇足」の由来の学習
lF

⑨上記④～⑦に準ずる。 ⑨上記④～⑦に準ずる。

「マンガ 孫子 ・韓非子の思想」より

0
「連環画 中国の故事名言」より

5.評 価の観点 ①訓点に したが って訓読で きるようになったか。

②語法を理解 し,正 確に現代語訳できるよ うになったか。

③故事成語等の意味を把握 し,日 常の表現 に正 しく使えるようになったか。

lB基 礎編i(単 元の目標は26年学習指導要領の②～⑤に相当。)

1.単 元 日本漢文 の史伝を通 して漢文の口調 に親 しむ。
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4.

時 指 導 事 項 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

第

1

時

①史的背景にっいて理

解する。

②今川義元の侵攻に信

長が決戦を覚悟するま

でを音読する。

③同箇所の書き下 し文

を点検する。

④ 各自の書 き下し文を

使って再び音読する。

①信長と桶峡之戦の知識の

有無を問 う。

②指名読み、範読、斉読等

繰 り返 し音読に努める。

③ ノー トの予習 してきた文

を各自で訂正する。

④各自のペースで読む。

①概略に留める。合戦図を配 り

合戦の場所のみ磧認する。詳細

は口語訳と並行して行う。

②すべて訓読みになる人名 ・地

名をあらか じめ指摘 し、他は漢

文の原則通りに読む。

③仮名に直す字のみ指摘し、漢

字にはルビの多用を勧める。

④机間を回って質問に応じ、誤

読をなくす。

第
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時
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⑥信長の決断にっいて

考える。
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⑤一 人に一文 ずっ 当て、訳
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⑥数 名が発書 。全員 が考 え
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⑦上記 ② に同 じ。

⑤送り仮名(主 に助動詞助詞)

の部分に特に留意する。

⑥言葉の当否より、信長の家臣

団の意志統一の図 り方に注目す

る。
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5.評 価の観点

①音読を通 して内容を理解 し,訓 読漢文に親 しむ ことがで きたか。

② 日本の古典 としての日本漢文に対す る関心を高めることができたか。

③信長についての漢文 による歴史を読んで,そ の感想を表現 できたか。

[C発 展編](単 元の目標は26年学習指導要領④～⑥に相当)

1.単 元 漢字文化圏の中の日本

2.教

3.単 元の目標
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材 「織田信長」(日 本外史),「 項羽」(史 記),「 朴提上」(三 国史記),

明治 の漢文3編

① 日本漢文数編を読み,我 が国における漢文の受容 と展開の在 り方 について
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理解 し,我 が国 の古典 としての日本漢文について認識 を深 める。

② 「英雄の死」を描いた日本 ・中国 ・朝鮮半島の漢文を読み,各 国の漢文 の

伝統 と各人物 にっいての理解を深め,個 性に応 じた読解を試みる。

③ アジア各国の漢字 ・漢文 の受容の歴史と文字の発生 の歴史を知 り,東 洋文

化における漢文の意義にっいて理解 し,漢 文の位置付けを認識する。

4.指 導計画(第2学 年対象,配 当時間11時 間)

時 指導事項 学 習 活 勤 指 導 上 の 留 意 点

第 明治の漢文1 ①斉読 ・指名読みにより音読に慣れる。 ①明治期の漢文に触れることによって、近代における日本

i 「愈 破命 」 ②口語訳を発表 しなが ら、句法について 漠文の存在を認識させる。

時 確認 す る。 ②近代に入って きた外来語が漢字でどのように表現されて

導 いるかに注意を捉す。

入

明治の漢文n ③上記① ・② に準ずる。 {3}森鴎外 ・正岡子規 ・夏 目漱石など生徒になじみのある文

第 「航 西 日記 」 ④明治の漢文1～mに 出てきた外来語を 学者の漢文を味わわせ、漢文に親 しみをもたせる。

z 同皿 「送夏 目 抜 き出し漢字の性質について考える。 {4)外来語の漢字表現 ・漢字 クイズから漢字の表意性 ・表音

時 漱石之伊予」 ⑤漢 字 クイズを 解 き、楽 しむ 。 性を認識させる。

3 江戸の漢文 ⑥戦国時代の史的背景や人物関係につい

の

⑤日本漢文の伝統や史伝 において漢文表現が正統の文体で

● 展 「織 田信 長 」 て調べたことを発表する。 あ った こ とを認識 さ せる。

4 開 ⑦上記① ・②に準ず る。 (sNa長の死の状況を中心に、その行動 ・言葉 から、日本外

● 1 ⑧信長の死の理由や本能寺の変の感想を 史に描かれた信長の人物を把握 し、自分の意見を明確にさ

5 ノー トにま とめ発 表す る。 せ る。

第 中国の漢文 ⑨ 「四面楚歌}の 連環画を読む ことによ {7}秦末の人物葬について正 しく理解 させ る。

s 展 「項羽 」 り、秦末の状況を理解する。 ⑧項羽の死の状況 と人物像を把握する視点を信長 と比較 し

● 開 ⑩上記① ・②に準ず る。 なが ら養わせる。

7 II ⑪項羽 と信長の どちらを好むか、死の状 ⑨二人の うちどちらを好むかについて発表 させることによ

時 況や性格の違いをまとめ、発表す る。 って、個性に応 じた主体的な読解に導 くようにする。

漢字文化圏 の ⑫漢字 クイズを解 き、アジア各国の漢字 as各国での漢文の受容は漢字の表意性を利用 し、自国文字

第
中の日本

を利用 した自国文字の発生を理解する。 の発生は漢字の表音性を利用 していることを認識させ る。

8 展 ⑬日本 。朝鮮半 島 ・ベ トナムの漢字 ・漢 nn各国の自国文字の発生から現在の文字に到 るまでの歴史

● 開 文の受容と自国文字の発生をテキス トを を理解させ、漢字の位置付けが どのように変わったかを理

9 皿 読 み 、理解 す る。 解 させ る。

時 ⑭ビデオ 「遙かなる漢字の旅」を見て視 ㎝日本で漢字 。漢文の世界が存続 している理由と他国で廃

覚的な理解を深める。 れた理由を考えさせる。

朝鮮半島の漢 ⑮朝鮮半島の三国時代や日本との関係に ㈲当時の日本 と朝鮮半島の関係を正 しく理解 し、朴提上の

第 展 文 「朴提上」 っいて理解する。 人物像を把握 させる。

io 開 ⑯上記① ・② に準ず る。 OO3人 の英雄の死を比較することで漢文を通 して個性に応

● N ⑰信長 ・項羽 ・朴提上のうち最 も好む人 じた読解を促 し、その結果を自分の言葉で表現 させる。

it 物について、その理由を他の二人と比較 ㈲異なる3国 の漢文の読解と比較が可能であった ことを認

時 しなが らノー トにまとめ、意見を発表す 識させ、日本における漢字 ・漢文の意義 にっいて考えさせ

る 。 る 。
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5.評 価の観点

①各文章 にっいての内容やその文章の記 された時代 と国について正 しく理解 されているか。

②三人の英雄 の中で,自 分が最 も好む人物 を挙 げ,そ の人物 を好む理由にっいて,他 の二人

の人物 との相違点を述べなが ら,説 得力のある説明がで きるか。

③漢字が消滅 した他のアジア諸国 と比較 しなが ら,日 本 に漢字 ・漢文の伝統が存続 している

理 由や自分自身が漢字 を使用す る意義にっいて,自 分 なりに表現で きるか。

<終 わ りに(考 察)>

A入 門編 本単元のね らいは,漢 文 はシンプルな古文であ り,い くらかの約束事 さえ承知す

れば,既 に学んだ古文の知識で十分対応で きることを理解すること,日 常の表現の中に漢文の

世界 に依拠す るものが多 いことを学習 し,漢 文を身近 なものとして受 け止めることであった。

熟語 の訓読 か らスムースに漢文の世界に足を踏 み入れ,連 環画等を通 して聞 き覚えのある故事

成語や格言 の背後に広がる古代中国の情景を垣閤見 ることがで きた ことは,生 徒にとって,基

礎編 の学習に向けて良 き土壌を形成 し得 たと考え る。また,原 文による故事成語の出典の学習

は文学研究の基本的な姿勢 を養 うのに役立 ったと考え られる。

B基 礎編 本単元のね らいは,生 徒の協力の下に概ね達成 された。信長 という教材が功を奏

したと言 うべきだろ う。ここでは,指 導者側の反省を課題 として述べ る。

入門期 を終えたばか りの生徒に旧字体のテキス トを与え ると若干の混乱 を来すこと。次に,

故事成語 の単元で正確な口語訳の方法論を学 んだ後だけに,た とえ漢文口調に慣れることがね

らいであっても,粗 筋を追 うことを主 とす る読み方では,一 部 の生徒 に不安 を与えること。合

戦の教材が適当であるかどうか検討する余地 があること。

C発 展編 本単元のね らいは,「 各国各時代の多様な漢文」「漢字文化圏各国の文字の文化史」

を2本 の柱 とし,そ の理解を通 して日本の漢文の位置付 けを生徒に考 えさせることであった。

各国 の漢字 ・漢文の受容の変遷や漢字 に対抗 した文字の発生 を知 って新鮮な驚 きを示 し,日 本

での漢字使用の意義について考え,漢 文の存在に対 しても見方が変わったと語 った生徒が多 く

いた。漢字 に抵抗を感 じる高校生が少な くない現在,漢 文を効果的に指導するためには,も っ

と漢字 その ものの意義 に対す る認識を深めさせることが必要であることを,今 回の授業を通 し

て痛感 した。また,3人 の英雄にっいて読むのは授業内容が盛 り沢山 になるのではないか との

懸念 もあったが,最 後 の最 も好む人物にっいての意見発表では,予 想 した以上 に様々な視点か

らの発表があ った。3人 を読むことで比較 の対象が広が り,自 分の好 きなタイプの人物 を見っ

けることがで き,結 果的に生徒の個性に応 じることがで きた故 であると考える。
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IVま とめ と今後 の課 題

生徒の国語 に対する関心 を高めるためには,ま ず,生 徒が自分の身近な問題 と感ず る教材 を

数多 く発掘するとともに,生 徒の意欲 を引き出す指導法を開発す ることが大切であ る。そのた

め,講 義調の一方通行の授業展開を見直 し,一 人一人に参加する喜 びを与える授業 を創造 して

いくことが必要である。 この点を踏まえ,各 分野で以下の研究実践 を行 った。

表現班においては,自 己の内面を見つめ,自 分の言葉を引 き出 して表現することにより,自

分を客観的に見っめ直 し,さ らに指導者の肯定的な評価を通 して表現活動に対する関心 と理解

を高めることができた。

評論文班においては,日 本語の国際化の問題を身近な例 として取 り上 げて言葉に対する理解

と関心 を高めた。また,様 々な立場の意見を比較考察 した上で,再 び主教材に戻 って学習す る

ことにより,自 分の意見 を再構成 して論理的 に表現する能力を高めることができた。

古文班においては,文 法的な指導 を極力控え,『 平家物語』を古人の言動 に着 目 して学習す

ることにより,そ の心情を多面的にとらえ,古 文 に対する関心 と理解を高めることがで きた。

また,本 作品が人間 としての在 り方生 き方 を考えるのに適 した教材であ ることを確認 した。

漢文班 においては,入 門 ・基礎 ・発展 と段階的 な学習構成 とし,日 本 の古典 としての漢文あ

るいは日本語の源泉 としての漢文 を取 り上げることにより,漢 文を身近 な教養 として再認識 さ

せ,漢 文に対す る関心 と理解を引き出す ことがで きた。特 に,連 環画 ・日本漢文 ・漢字文化圏

各国の文字や漢文 などの教材化 は新 たな工夫 として成果があ った。

今後の課題にういては,各 分野別に以下 に掲げることにす る。

1.表 現班 では,内 面の言葉 を無理な く発見させるための工夫や,生 徒 の表現活動 を肯定的 に

評価す る際の評価の観点の明確化,さ らに,生 徒間の相互評価 と指導者 による客観的な総合

評価 とのかかわりの位置付けなどについて,考 察及び検証 を一層深め る必要がある。

2.評 論文班では,生 徒が評論文に親 しむ態度を高めるよう,新 聞などの身近な素材を発掘す

るとともに,綿 密な年間指導計画に基づ く継続的な学習によ り,論 理的な思考力をさらに高

めてい く必要がある。

3.古 文班では,古 典に対す る理解 を高め,日 本の文化 と伝統 に対す る関心を一層深めるため

に,特 に,鑑 賞,朗 読等を綿密 な年間指導計画に基づ く継続的な学習 と し,さ らに,人 間 と

しての在 り方生 き方にかかわる新 たな古典教材の内容 ・形式の開発 を進め る必要がある。

4.漢 文班では,戦 後半世紀 に近い漢文の衰退を再生するため,学 習指導 の斬新 な改善方法に

っいて吟味を重ねるとともに,現 在の高校生に合 った新たな教材 の開発を行 う必要がある。
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